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編集委員長　野矢茂樹

1.　『科学哲学』40 巻 1号・40 巻 2号の特集テーマについて

『科学哲学』40巻 1号（2007年 6月発行予定）の特集テーマを「生物学の哲学の現状と展望」、
40巻 2号（2007年 12月発行予定）の特集テーマを「数学の論理と哲学」とします。会員の
皆様には、このテーマにふさわしい内容の論文を募集いたします。どうぞ奮ってご応募くだ
さい。

締め切り期日
40巻 1号「生物学の哲学の現状と展望」：2007年 3月 23日（金）
40巻 2号「数学の論理と哲学」：2007年 7月 9日（月）

＊双方とも事務局必着

＊なお、締め切りが過ぎましても自由応募論文としてこれらのテーマに関連する論文をご
投稿いただくことは可能です。ただしその際、当該の号に掲載可能な期日内で審査を終え
ることができない場合がありますのでご承知おきください。

＊その他の投稿規定については『科学哲学』39巻 2号掲載の「論文応募要領」をご参照く
ださい。

 2.　自由応募論文について

自由応募論文は随時受け付けています。なお「論文応募要領」3にある通り、論文本体（こ
れはレフェリーに転送されることになります）には論文タイトル（日本語と英語）と英文要
旨のみを付けることとし、著者氏名と所属については、別に添付した表紙に記してくださる
ようお願い申し上げます。
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大会実行委員長　渡辺　博

1.　第 40回大会の日程について

日本科学哲学会第 40回大会は、下記の要領で開催いたします。

期日：2007年 11月 10日（土）・11日（日）
場所：中央大学・多摩キャンパス

＊シンポジウムのテーマについてご意見・ご希望がございましたら、3月 16日までに事務
局宛にご連絡ください。

＊ワークショップについての具体的な企画、あるいはテーマについてのご希望がございま
したら、3月 16日までに事務局宛にご連絡ください。

＊研究発表の申し込み締め切り期日は 8月 24日（金）です。
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